
■(南光坊)天海       僧。70過ぎて家康に招かれ，100を超える長命で，江戸幕府創始期に幕府の宗教行政の中心に。■(南光坊)天海       僧。70過ぎて家康に招かれ，100を超える長命で，江戸幕府創始期に幕府の宗教行政の中心に。■(南光坊)天海       僧。70過ぎて家康に招かれ，100を超える長命で，江戸幕府創始期に幕府の宗教行政の中心に。■(南光坊)天海       僧。70過ぎて家康に招かれ，100を超える長命で，江戸幕府創始期に幕府の宗教行政の中心に。■(南光坊)天海       僧。70過ぎて家康に招かれ，100を超える長命で，江戸幕府創始期に幕府の宗教行政の中心に。■(南光坊)天海       僧。70過ぎて家康に招かれ，100を超える長命で，江戸幕府創始期に幕府の宗教行政の中心に。
てんかい
天文法華の乱1536＝      生，会津(福島県)の人。

鉄砲伝来・・鉄砲伝来・・鉄砲伝来・・鉄砲伝来・・鉄砲伝来・・鉄砲伝来・・1543＝ 7歳：

・・・・・・1545＝ 9歳：＝ 9歳：＝ 9歳：＝ 9歳：＝ 9歳：＝ 9歳：
足利義輝将軍1546＝10歳：出家し，

ザビエル来日ザビエル来日ザビエル来日ザビエル来日ザビエル来日ザビエル来日1549＝13歳：比叡山に登り，

その後三井寺，さらに南都の諸寺を遊学。

川中島の戦始1553＝17歳：
・・・・・・1554＝18歳：＝18歳：＝18歳：＝18歳：＝18歳：＝18歳：

桶狭間の戦・桶狭間の戦・桶狭間の戦・桶狭間の戦・桶狭間の戦・桶狭間の戦・1560＝24歳：

大村純忠受洗1563＝27歳：＝27歳：＝27歳：＝27歳：＝27歳：＝27歳：
川中島の戦終1564＝28歳：

織田信長入京織田信長入京織田信長入京織田信長入京織田信長入京織田信長入京1568＝32歳：

比叡山焼討・1571＝35歳：延暦寺が織田信長の焼打ちにあうと，山門の衆徒をひきつれ，甲斐の武田信玄のもとに身を寄せた。
三方原の戦・1572＝36歳：＝36歳：＝36歳：＝36歳：＝36歳：＝36歳：
室町幕府滅亡室町幕府滅亡室町幕府滅亡室町幕府滅亡室町幕府滅亡室町幕府滅亡1573＝37歳：

長篠の戦・・1575＝39歳：

安土楽市楽座1577＝41歳：奥州会津の蘆名氏のもとに移り，

ﾊﾞﾘﾆｬｰﾉ謁見 1581＝45歳：＝45歳：＝45歳：＝45歳：＝45歳：＝45歳：
本能寺の変・本能寺の変・本能寺の変・本能寺の変・本能寺の変・本能寺の変・1582＝46歳：

豊臣秀吉関白1585＝49歳：

秀吉全国統一秀吉全国統一秀吉全国統一秀吉全国統一秀吉全国統一秀吉全国統一1590＝54歳：＝54歳：＝54歳：＝54歳：＝54歳：＝54歳：_豊臣秀吉の小田原の陣に赴き，秀吉に従った。この年，常陸不動院を復興。_豊臣秀吉の小田原の陣に赴き，秀吉に従った。この年，常陸不動院を復興。_豊臣秀吉の小田原の陣に赴き，秀吉に従った。この年，常陸不動院を復興。_豊臣秀吉の小田原の陣に赴き，秀吉に従った。この年，常陸不動院を復興。_豊臣秀吉の小田原の陣に赴き，秀吉に従った。この年，常陸不動院を復興。_豊臣秀吉の小田原の陣に赴き，秀吉に従った。この年，常陸不動院を復興。

文禄の役・・文禄の役・・文禄の役・・文禄の役・・文禄の役・・文禄の役・・1592＝56歳：

慶長の役・・慶長の役・・慶長の役・・慶長の役・・慶長の役・・慶長の役・・1597＝61歳：

前田利家没・1599＝63歳：＝63歳：＝63歳：＝63歳：＝63歳：＝63歳：_武蔵国仙波喜多院に入り，_武蔵国仙波喜多院に入り，_武蔵国仙波喜多院に入り，_武蔵国仙波喜多院に入り，_武蔵国仙波喜多院に入り，_武蔵国仙波喜多院に入り，
関ヶ原の戦・関ヶ原の戦・関ヶ原の戦・関ヶ原の戦・関ヶ原の戦・関ヶ原の戦・1600＝64歳：

ついで下野の宗光寺に入った。

家康駿府退隠家康駿府退隠家康駿府退隠家康駿府退隠家康駿府退隠家康駿府退隠1607＝71歳：*天海の令名をきいた徳川家康は，比叡山の探題奉行に任命，このとき，東塔の南光坊に住んでいたので，*天海の令名をきいた徳川家康は，比叡山の探題奉行に任命，このとき，東塔の南光坊に住んでいたので，*天海の令名をきいた徳川家康は，比叡山の探題奉行に任命，このとき，東塔の南光坊に住んでいたので，*天海の令名をきいた徳川家康は，比叡山の探題奉行に任命，このとき，東塔の南光坊に住んでいたので，*天海の令名をきいた徳川家康は，比叡山の探題奉行に任命，このとき，東塔の南光坊に住んでいたので，*天海の令名をきいた徳川家康は，比叡山の探題奉行に任命，このとき，東塔の南光坊に住んでいたので，
のちに南光坊天海と呼ばれる。のちに南光坊天海と呼ばれる。のちに南光坊天海と呼ばれる。のちに南光坊天海と呼ばれる。のちに南光坊天海と呼ばれる。のちに南光坊天海と呼ばれる。

・・・・・・1608＝72歳：＝72歳：＝72歳：＝72歳：＝72歳：＝72歳：_家康の招きで駿府に赴く。_家康の招きで駿府に赴く。_家康の招きで駿府に赴く。_家康の招きで駿府に赴く。_家康の招きで駿府に赴く。_家康の招きで駿府に赴く。
ｷﾘｽﾄ教禁止・1612＝76歳：*家康の指示により，仙波喜多院を修造して関東天台宗の総本山とし，東叡山と号する。*家康の指示により，仙波喜多院を修造して関東天台宗の総本山とし，東叡山と号する。*家康の指示により，仙波喜多院を修造して関東天台宗の総本山とし，東叡山と号する。*家康の指示により，仙波喜多院を修造して関東天台宗の総本山とし，東叡山と号する。*家康の指示により，仙波喜多院を修造して関東天台宗の総本山とし，東叡山と号する。*家康の指示により，仙波喜多院を修造して関東天台宗の総本山とし，東叡山と号する。
支倉常長渡欧1613＝77歳：_徳川家康の命で，日光山を管掌。_徳川家康の命で，日光山を管掌。_徳川家康の命で，日光山を管掌。_徳川家康の命で，日光山を管掌。_徳川家康の命で，日光山を管掌。_徳川家康の命で，日光山を管掌。
大坂冬の陣・1614＝78歳：_豊臣秀頼が東山方広寺に大仏を再建し，巨鐘を鋳造すると，家康方の黒幕としていわゆる鐘銘事件にかか_豊臣秀頼が東山方広寺に大仏を再建し，巨鐘を鋳造すると，家康方の黒幕としていわゆる鐘銘事件にかか_豊臣秀頼が東山方広寺に大仏を再建し，巨鐘を鋳造すると，家康方の黒幕としていわゆる鐘銘事件にかか_豊臣秀頼が東山方広寺に大仏を再建し，巨鐘を鋳造すると，家康方の黒幕としていわゆる鐘銘事件にかか_豊臣秀頼が東山方広寺に大仏を再建し，巨鐘を鋳造すると，家康方の黒幕としていわゆる鐘銘事件にかか_豊臣秀頼が東山方広寺に大仏を再建し，巨鐘を鋳造すると，家康方の黒幕としていわゆる鐘銘事件にかか

わり，大坂の陣の戦乱をひらくきっかけをつくる。わり，大坂の陣の戦乱をひらくきっかけをつくる。わり，大坂の陣の戦乱をひらくきっかけをつくる。わり，大坂の陣の戦乱をひらくきっかけをつくる。わり，大坂の陣の戦乱をひらくきっかけをつくる。わり，大坂の陣の戦乱をひらくきっかけをつくる。
大坂夏の陣・大坂夏の陣・大坂夏の陣・大坂夏の陣・大坂夏の陣・大坂夏の陣・1615＝79歳：
徳川家康没・徳川家康没・徳川家康没・徳川家康没・徳川家康没・徳川家康没・1616＝80歳：*家康の死去に伴い葬儀の導師となり，久能山に葬る。大僧正に任ぜられる。*家康の死去に伴い葬儀の導師となり，久能山に葬る。大僧正に任ぜられる。*家康の死去に伴い葬儀の導師となり，久能山に葬る。大僧正に任ぜられる。*家康の死去に伴い葬儀の導師となり，久能山に葬る。大僧正に任ぜられる。*家康の死去に伴い葬儀の導師となり，久能山に葬る。大僧正に任ぜられる。*家康の死去に伴い葬儀の導師となり，久能山に葬る。大僧正に任ぜられる。
吉原遊郭始・吉原遊郭始・吉原遊郭始・吉原遊郭始・吉原遊郭始・吉原遊郭始・1617＝81歳：＝81歳：＝81歳：＝81歳：＝81歳：＝81歳：天海の指示で家康の遺骨が日光山に移される(日光東照宮)。
寛永寺創建・1625＝89歳：_江戸上野に東叡山円頓院寛永寺を開いて関東天台宗総本山とし，これまでの中核であった喜多院を元の山_江戸上野に東叡山円頓院寛永寺を開いて関東天台宗総本山とし，これまでの中核であった喜多院を元の山_江戸上野に東叡山円頓院寛永寺を開いて関東天台宗総本山とし，これまでの中核であった喜多院を元の山_江戸上野に東叡山円頓院寛永寺を開いて関東天台宗総本山とし，これまでの中核であった喜多院を元の山_江戸上野に東叡山円頓院寛永寺を開いて関東天台宗総本山とし，これまでの中核であった喜多院を元の山_江戸上野に東叡山円頓院寛永寺を開いて関東天台宗総本山とし，これまでの中核であった喜多院を元の山

号星野山にもどし，その権限を寛永寺に移した。号星野山にもどし，その権限を寛永寺に移した。号星野山にもどし，その権限を寛永寺に移した。号星野山にもどし，その権限を寛永寺に移した。号星野山にもどし，その権限を寛永寺に移した。号星野山にもどし，その権限を寛永寺に移した。
鎖国令始・・1633＝97歳：
島原の乱始・1637＝101歳：_寛永寺において活字版大蔵経の開板を企て，_寛永寺において活字版大蔵経の開板を企て，_寛永寺において活字版大蔵経の開板を企て，_寛永寺において活字版大蔵経の開板を企て，_寛永寺において活字版大蔵経の開板を企て，_寛永寺において活字版大蔵経の開板を企て，
寛永飢饉終・1643＝107歳：*完成前に没した。*完成前に没した。*完成前に没した。*完成前に没した。*完成前に没した。*完成前に没した。
堀和久｢天海｣，｢日本史を変えた人物200人｣，｢この人どんな人｣，｢没年日本史人物事典｣，平凡社百科事典，山田風太郎｢人間臨終図巻
｣，｢目でみる日本人物百科｣，歴史有名人の死の瞬間，


